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比例関係が成り立つ｡ (2)樹脂道を有する材では, エタノールなど脱樹脂的に働く液体による前処理は, 浸
透性を著しく高める効果がある｡ (3)国産材中とくに易浸透なものとされているアカマツ辺材では, その理
由が放射細胞と垂直仮道管との接点に存在する大型窓状膜孔の異常な易浸透性に起因する｡ また広葉樹材
については, 主として, 浸透上主導的な立場にある道管の直径と分布, 道管中のチロースの多少と浸透と
の関係を究明し, (4)道管の直径が浸透性を左右する･というよりは, むしろチロースの発達程度などを含ん




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
木材組織と材質を結ぶ問題として木材浸透性の研究は重要である｡ 著者はさきに木材への液体の浸透経













これらの諸点を勘案すれば, 針 ･広葉樹材を通じての辺 ･心材問にみられる浸透性の格段の差異も理解
できるし, 各樹種の浸透性を木材組織の面から予察することも可能になる｡
このように本論文は木材組織学の発展に寄与するのみならず, 木材の実用上に示唆するところが多い｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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